
牧野記念庭園とは
　本園は、植物学者牧野富太郎博士が大正15年から亡くなるまでの30余年を過ごした住居と庭の跡地です。
博士は、もともと広がっていた武蔵野の雑木林の中に、採集してきたり知人から取り寄せたりした植物を植え、
庭を「我が植物園」として大切に育んできました。そして、たびたび庭に座り込んでは、植物の観察や採集をして、
庭とともにある晩年を過ごしていました。博士がこよなく愛した地を一般に公開し、博士の偉業を末永く後世に伝え
るため、昭和33年に庭園として開園しました。
　園内には、スエコザサ、サクラ‘仙台屋’、ヘラノキなど博士にゆかりの深い植物を含め300種類以上の植物が
生育するほか、博士の使っていた書屋が残り、博士の在りし日の面影を今に伝えています。

せんだいや

生涯に発見・命名した植物は1500種類以上にのぼり、
日本の植物分類学の基礎を築いた博士。
園内には、博士が使っていた書屋や博士の生涯を紹介し
た展示室などがあり、博士の業績を知ることができます。      

講習室では、企画展関連の講演会やボタニカルアート講座、夏休みな
どの時期にあわせた標本製作や缶バッジ作りなど子供も大人も参加で
きるイベントを開催しています。また、室内にモニターが置かれ、博士
の生涯や功績についての映像を見ることができます。

講習室

鞘堂に守られた内部に、博士の書斎と書庫の一部が保存されています。
博士は晩年、庭で植物の観察を行い、この書斎で著書の執筆や植物の
描画などに勤しみました。また、書庫には4万5千冊にも及ぶ博士の書籍
が、所狭しと積み上げられていました。その書斎の様子を再現する取り組
みが令和５年春公開予定で行われています。当時を伝えるこれらの建物
では、植物と歩んだ博士の在りし日が偲ばれます。

書屋展示室

牧野富太郎博士〈略歴〉
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園内で牧野富太郎博士について知る

記念館は、博士の遺品や関連資料を展
示する施設で、博士が亡くなるまで暮
らしていた邸宅の跡地に建てられまし
た。現在の建物は、内藤廣氏の設計に
よる2代目の記念館で、平成22年8月
にリニューアルオープンしました。

記念館

館内の常設展示室では、解説パネル、博士愛用
の採集道具や描画道具、博士の執筆した書物や
描いた植物図などが展示されています。それら
の見学により植物研究に一生を捧げた博士の
姿をたどることができます。

常設展示室
館内の企画展示室では、年に3～4回、博士や
植物に関する展示が行われます。平成24年に
は博士生誕150年の特別展を、平成28年には
大泉転居90年の企画展を開催しました。博士
の功績とともに、博士にならい植物のおもしろ
さや植物を学ぶ楽しさを伝えていきます。

企画展示室

※建物の位置を示す地図は内側面にあります。
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